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＜連絡事項＞
・特記事項なし。

＜患者様連絡事項＞
・赤石　陽介様～本日八戸赤十字病院整形外科受診。X-P撮影施行。手術時のボルトのずれ
はないが、その周囲の骨が石灰化している可能性も含め次回2/12（水）CT検査、MRI検査の予定となっている。

＜要注目患者様＞	
・巴　勇樹様～私物に関する確認や訴えあるも執拗さなし。説明も理解出来てい
る。診察時、入浴時にふらつきあると訴え夜間も浅眠傾向のため
眠剤調整し処方となっている。過度な飲水行為はなし。

・大山　広美様～10:30療養環境変更目的で西病棟から北病棟301号室転入となっている。
　　　　　　　　転入後はOTスタッフ2名付き添い、レストラン歩行可能であることを確
　　認している。他者交流も表情穏やかに見られ、不調の訴えなし。

＜小栁Dr.診察情報＞
・山谷　由香様～夜間も眠れており、苛々感も少なくなったと言う。父と連絡とれず、元気か知りたいと訴えあり。表情は明るく穏やか。食事では魚禁を希望されるが、色々偏食の訴え、そのままで経過観察となる。

・松川　順子様～「具合悪くなる」と訴え増薬した効果は分からないと話す。主治医の質問に迷いながら返答し、服薬希望で呉茱萸湯エキス顆粒処方となっている。

・会津　慮子様～下肢痛は持続していると話す。2月3日みちのく記念病院に転院となる事を主治医より伝えている。

・若沢　広志様～眠気も少なくなり、意欲も少し出てきたと話す。買い物の金額変更希望や傷病手当の書類についても表情穏やかに話される。指示・処方変更なし。

・佐野　貢様～指示・処方変更なし。

＜金Dr.診察情報＞
・井上　和美様～「ぐらぐらってだ」「これ、足細くなって」と身体的な不調を主張するも精神的には落ち着いていると話している。指示・処方変更なし。

・飯豊　信雄様～主治医に調子を問われると「元気」と明るく発言している。指示・処方変更なし。

・巴　勇樹様～診察時、入浴時にふらつきあると訴え夜間も浅眠傾向のため眠剤調整しフルニトラゼパム錠1㎎ 1T 1×1/寝る前 追加となっている。（フルニトラゼパム2㎎→3㎎増量）

＜柞木田Dr.診察情報＞
・和田　シュン様～胸部不快症状なし。幻聴も自制内。指示・処方変更なし。

・淵沢　和子様～ツムラ猪苓湯エキス顆粒2.5ｇ/包　本日から定期処方となっている。

・上村　みわ様～「尿漏れがひどいんです」と訴えているが、漢方薬処方は不要という。主治医より、歩行運動と骨盤体操を継続するよう説明している。

・船場　幸子様～対面時の表情明るく対話も明確な口調で話している。補中益気湯再開し、ミルナシプラン継続処方となっている。

・出河　攻様～サンデーから手紙が来ており、確定申告を進めていくと主治医に報告している。指示・処方変更なし。

・中居　敬悦様～声がかすれているが咽頭痛なし。経過観察していく。便硬めとのことで、
　　　　　　　　ミヤBM処方継続、半夏瀉心湯エキス顆粒　2.5g/P　2P　 2×1/朝夕食前
　　　　　　　　開始となっている。
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